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別紙１ 

 
教育学プログラムの教育・学習方法 

 
 
○ 知識・理解 
 

   
 
○ 知的能力・技能 
 

   
 
 

身につく知識・技能・態度等 

1) 教育哲学、日本東洋教育史、西洋教育史、教育

社会学、教育方法学、社会教育学、教育行政学、比

較教育学、教育経営学、幼児教育学、高等教育学な

どの教育関連諸科学の基礎を習得している。また、

これを支える基礎的教養として、人類や社会が抱え

る歴史的・現代的課題について，多角的な視点から

説明できる。 

 

教育・学習の方法 

 教養教育の領域科目・パッケージ別科目および専

門基礎科目の講義で知識・理解を深める。その際、

各授業科目では講義の他に自己学習、ディスカッシ

ョン、レポート作成、また簡単なプレゼンテーショ

ンなどの課題を課す。また、高学年次では、各自の

関心領域や卒業論文の研究テーマに応じた教養教育

の授業を受講し、テーマに関する知識・理解を深め

る。 

 

評価 

 各授業科目で実施される中間試験や期末試験、課

題やレポートを通して評価する。 

 

身につく知識・技能・態度等 

1) 外国語運用能力、統計分析、観察法、情報処理

など、教育学の研究手法の基礎を習得している。外

国語運用能力に関しては、外国語を活用して，口頭

や文書で日常的なコミュニケーションを図ること

ができる。 

 

教育・学習の方法 

 専門科目〈研究法〉において、１）の知的能力・

技能を身につける。各授業科目で提示された課題を

解決する過程で、外国語運用能力、フィールドワー

ク、コンピュータを使った統計的分析など実践的な

分析技法を使ったリサーチメソッドを習得する。と

りわけ外国語運用能力に関しては、教養教育の外国

語科目で能力を高める。 

 

評価 

 各授業科目での演習・実習、フィールドワークや

統計的分析などへの取り組み、およびレポートや研

究・学習成果にもとづいて評価する。 
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2 

 
 
○ 実践的能力・技能 
 

   
 
 
 
 
○ 総合的能力・技能 
 

   
 

身につく知識・技能・態度等 

１）現代の多様なメディア状況に対応し、図書館、

資料・史料館、インターネットなどを駆使して、教

育に関する資料・情報・データを収集できる。その

基礎として、情報に関する基礎的知識・技術・態度

を学び，情報の収集や処理や受発信を適切に行うこ

とができる。 

２）具体的な教育課題に対して、情報収集力や研究

手法を応用し、得られた資料ならびに結果を分析

的・批判的に吟味できる（メディアリテラシー、ク

リティカルシンキング）。その基礎として、情報を

活用するためのモラルと社会的課題について理解

し，説明できる。 

教育・学習の方法 

 １）の能力・技能については、教養教育の情報科

目で基礎を習得した上で、専門科目〈領域課題演習〉

において各自の関心領域に応じた研究・学習活動を

行うことを通して習得する。２）の能力・技能につ

いては、教養教育の情報科目で基礎を習得した上で、

専門科目〈領域基礎演習〉の各授業科目で提示され

た課題を解決する過程を通して、さらに〈領域課題

演習〉で各自の関心領域に応じた研究・学習活動を

行うことを通して習得する。 

 

評価 

 課題への取り組み状況、およびそれに応じたプレ

ゼンテーション、レポートにより評価する。 

身につく知識・技能・態度等 

１）教育諸現象から問題点を見極め、適切な研究手

法を適用し、独自の成果として結論を提起できる研

究能力を習得している。 

２）研究成果を正確かつ明瞭に発表するための諸技

能を習得している。論拠を明らかにした議論や効果

的なプレゼンテーションを行うことができる。 

３）研究成果への自他の評価を踏まえて、教育に関

する研究・実践を発展的に継続することができる。

教育・学習の方法 

 卒業研究において各自が卒業論文を作成すること

を通して１）3)の能力・技能を習得する。また、卒

業論文構想発表（教育学総合演習 B）および卒業論

文の最終的なプレゼンテーションを通して２）の技

能・態度を深める。 

 

評価 

 卒業論文作成への取り組み状況、卒業論文と最終

的なプレゼンテーションによって評価する。 

 



別紙２　主専攻プログラム　モデル体系図 教育学部　教育学プログラム

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

パッケージ別科目（○） パッケージ別科目（○）

領域科目（○） 領域科目（○）
日本東洋教育史（○） 教育哲学（○） 高等教育概論（○）
社会教育学（○） 西洋教育史（○） 教育学総合演習Ａ（◎）

教育行政学（○） 教育社会学（○）
幼児教育学（○） 比較教育学（○）

教育方法学（○）
教育経営学（○）

外国語科目（◎） 外国語科目（◎） 教育学外書講読演習Ⅰ（○） 教育学外書講読演習Ⅱ（○） 教育調査統計法演習（○） 教育学研究法演習Ⅱ（○）

教育フィールドワーク演習（○） 教育学研究法演習Ⅰ（○）

教養ゼミ（◎） 教育哲学課題演習（○） 教育哲学課題演習（○）

情報科目（◎） 日本東洋教育史課題演習（○） 日本東洋教育史課題演習（○）

西洋教育史課題演習（○） 西洋教育史課題演習（○）

教育社会学課題演習（○） 教育社会学課題演習（○）

教育方法学課題演習（○） 教育方法学課題演習（○）

社会教育学課題演習（○） 社会教育学課題演習（○）

教育行政学課題演習（○） 教育行政学課題演習（○）

比較教育学課題演習（○） 比較教育学課題演習（○）

教育経営学課題演習（○） 教育経営学課題演習（○）

情報科目（◎） 教育哲学演習（○） 日本東洋教育史演習（○） 教育哲学課題演習（○） 教育哲学課題演習（○）

西洋教育史演習（○） 社会教育学演習（○） 日本東洋教育史課題演習（○） 日本東洋教育史課題演習（○）

教育社会学演習（○） 教育行政学演習（○） 西洋教育史課題演習（○） 西洋教育史課題演習（○）

教育方法学演習（○） 幼児教育学演習（○） 教育社会学課題演習（○） 教育社会学課題演習（○）

比較教育学演習（○） 教育方法学課題演習（○） 教育方法学課題演習（○）

教育経営学演習（○） 　 社会教育学課題演習（○） 社会教育学課題演習（○）

教育行政学課題演習（○） 教育行政学課題演習（○）

比較教育学課題演習（○） 比較教育学課題演習（○）

教育経営学課題演習（○） 教育経営学課題演習（○）

教育哲学課題研究（○） 教育哲学課題研究（○）

日本東洋教育史課題研究（○） 日本東洋教育史課題研究（○）

西洋教育史課題研究（○） 西洋教育史課題研究（○）

教育社会学課題研究（○） 教育社会学課題研究（○）

教育方法学課題研究（○） 教育方法学課題研究（○）

社会教育学課題研究（○） 社会教育学課題研究（○）

教育行政学課題研究（○） 教育行政学課題研究（○）

比較教育学課題研究（○） 比較教育学課題研究（○）

教育経営学課題研究（○） 教育経営学課題研究（○）

教養ゼミ（◎） 教育学総合演習B（◎） 卒業論文（◎）

卒業論文（◎）
　

教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

４年（専門教育における）
学習の成果

教養教育
到達目標

１年 ２年 ３年

知
識
・
理
解

1) 教育哲学、日本東洋
教育史、西洋教育史、教
育社会学、教育方法学、
社会教育学、教育行政
学、比較教育学、教育経
営学、幼児教育学、高等
教育学などの教育関連
諸科学の基礎を習得して
いる。

人類や社会が抱える歴
史的・現代的課題につい
て，多角的な視点から説
明できる。

知
的
能
力
・
技
能

1) 外国語運用能力、統
計分析、観察法、情報処
理など、教育学の研究手
法の基礎を習得してい
る。

外国語を活用して，口頭
や文書で日常的なコミュ
ニケーションを図ることが
できる。

3) 研究成果への自他の
評価を踏まえて、教育に
関する研究・実践を発展
的に継続することができ
る。

実
践
的
能
力
・
技
能

1) 現代の多様なメディア
状況に対応し、図書館、
資料・史料館、インター
ネットなどを駆使して、教
育に関する情報を収集で
きる。

情報に関する基礎的知
識・技術・態度を学び，情
報の収集や処理や受発
信を適切に行うことがで
きる。

2) 具体的な教育課題に
対して、情報収集力や研
究手法を応用し、得られ
た資料ならびに結果を分
析的・批判的に吟味でき
る（メディアリテラシー、ク
リティカルシンキング）。

情報を活用するためのモ
ラルと社会的課題につい
て理解し，説明できる。

総
合
的
能
力
・
技
能

1) 教育諸現象から問題
点を見極め、適切な研究
手法を適用し、独自の成
果として結論を提起でき
る研究能力を習得してい
る。

2) 研究成果を正確かつ
明瞭に発表するための
諸技能を習得している。

論拠を明らかにした議論
や効果的なプレゼンテー
ションを行うことができ
る。



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ

2 教養ゼミ 2 必修 ○

2 2 選択必修 ○ ○

6 決定された1パッケージから3科目 2 選択必修 ○ ○

2 2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

コミュニケーションⅢA 1

コミュニケーションⅢB 1

コミュニケーションⅢC 1

ベーシック外国語Ⅰから2科目 1 ○

ベーシック外国語Ⅱから2科目 1 ○

2 (注4) 2 選択必修 ○

(18) すべての領域から(注5) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○
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教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第五類　教育学系コース（教育学プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

教養ゼミ

平和科目

パッケージ別科目

総合科目

上記4科目から2科目以上

コミュニケー
ションⅢ

2
選択必修 ○ ○

4
選択必修

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

上記3科目から2科目

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペイ
ン語，ロシア語，中国語，韓国
語，アラビア語のうちから1言語

選択）

4 選択必修

英
語
 

(

注
２

)

コミュニケーショ
ン基礎

2 必修

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

情報科目

領域科目

健康スポーツ科目

基盤科目

計

共
通
科
目

外
国
語
科
目

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「マルチメディア英語演習」の履修
により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語
学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能
検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

・修得した基盤科目の単位を算入することができる。ただし，6単位を限度とする。

注4： 1セメスター開設の「情報活用基礎」を履修すること。なお，「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合
は，2セメスター開設の「情報活用演習」を履修することができる。

注5： ・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

・人文科学領域の「哲学Ａ」，「哲学Ｂ」，「倫理学Ａ」又は「倫理学Ｂ」及び複合領域の「文化人類学Ａ」
又は「文化人類学Ｂ」から1科目2単位の履修を要望する。

・初修外国語で選択した言語と同一言語の「インテンシブ外国語」の履修を要望する。



学 部 履 修 基 準 

 

第 五 類（人間形成基礎系） 

○ 教 育 学 系 コ ー ス（教育学プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 開 設 学 部 

教

養

教

育 

教
養
コ
ア
科
目 

教 養 ゼ ミ  ２ 

４６ 総 合 科 学 部 ほ か 

平 和 科 目  ２ 

パ ッ ケ ー ジ 別 科 目  ６ 

総 合 科 目  ２ 

共
通
科
目 

外国語科目 
英   語  ８ 

初修外国語  ４ 

情 報 科 目  ２ 

領 域 科 目   （１８） 

健 康 ス ポ ー ツ 科 目  ２ 

基 盤 科 目  （０） 



第五類 教育学系コース（教育学プログラム）                                 

○印は必修 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

学  期  別  週  授  業  時  数 

免許法該当科目 備 考１
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 

門 
 
 

基 
 
 

礎 
 
 

科 
 
 

目 

教育哲学 ２  ２       「哲学，倫理学，宗教学」，「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

日本東洋教育史 ２ ２        「日本史及び外国史」  

西洋教育史 ２  ２        〃  

教育社会学 ２  ２       「社会学，経済学」，「社会学，経済学（国際経済を含む。）」  

教育方法学 ２  ２       教育課程の意義及び編成の方法  

社会教育学 ２ ２        教科又は教職に関する科目  

教育行政学 ２ ２        「法律学，政治学」，「法律学（国際法含），政治学（国際政治含）」  

比較教育学 ２  ２       教育に関する社会的，制度的又は経営的事項  

教育経営学 ２  ２        〃  

幼児教育学 ２ ２        幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

高等教育概論 ２    ２       

専 
 

門 
 

科 
 

目 

研
究
法 

教育学外書講読演習Ⅰ ２   ２        

教育学外書講読演習Ⅱ ２    ２       

教育調査統計法演習 ４     ４      

教育フィールドワーク演習 ２    ２       

教育学研究法演習Ⅰ ２     ２      

教育学研究法演習Ⅱ ２      ２     

領
域
基
礎
演
習 

教育哲学演習 ２   ２      「哲学，倫理学，宗教学」，「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

日本東洋教育史演習 ２    ２     「日本史及び外国史」  

西洋教育史演習 ２   ２      〃  

教育社会学演習 ２   ２      「社会学，経済学」，「社会学，経済学（国際経済を含む。）」  

教育方法学演習 ２   ２      教育の方法及び技術  

社会教育学演習 ２    ２     教科又は教職に関する科目  

教育行政学演習 ２    ２     「法律学，政治学」，「法律学（国際法含），政治学（国際政治含）」  

比較教育学演習 ２   ２      教育に関する社会的，制度的又は経営的事項  

教育経営学演習 ２   ２      〃  

幼児教育学演習 ２    ２     幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

領
域
課
題
演
習 

教育哲学課題演習 １・１     ２ ２     

日本東洋教育史課題演習 １・１     ２ ２     

西洋教育史課題演習 １・１     ２ ２     

教育社会学課題演習 １・１     ２ ２     



○印は必修 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

学  期  別  週  授  業  時  数 

免許法該当科目 備 考１
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

領
域
課
題
演
習 

教育方法学課題演習 １・１     ２ ２     

社会教育学課題演習 １・１     ２ ２     

教育行政学課題演習 １・１     ２ ２     

比較教育学課題演習 １・１     ２ ２     

教育経営学課題演習 １・１     ２ ２     

 教育学総合演習Ａ ①    ２       

教育学総合演習Ｂ ①      ２     

専  門 

選択科目 

本コース，本学部他

コース，特別科目及

び他学部等が開設す

る専門教育科目（副

専攻プログラム及び

特定プログラムを含

む。） 

           

卒 
 
 

業 
 
 

研 
 
 

究 

教育哲学課題研究 １・１       ２ ２   

日本東洋教育史課題研究 １・１       ２ ２   

西洋教育史課題研究 １・１       ２ ２   

教育社会学課題研究 １・１       ２ ２   

教育方法学課題研究 １・１       ２ ２   

社会教育学課題研究 １・１       ２ ２   

教育行政学課題研究 １・１       ２ ２   

比較教育学課題研究 １・１       ２ ２   

教育経営学課題研究 １・１       ２ ２   

卒業論文 ⑥           
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( )コース ( )プログラム 平成24年度入学生用 （別表）

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5
教育哲学 2 2 ○
日本東洋教育史 2 2 ○
西洋教育史 2 2 ○
教育社会学 2 2 ○
教育方法学 2 2 ○
社会教育学 2 2 ○
教育行政学 2 2 ○
比較教育学 2 2 ○
教育経営学 2 2 ○
幼児教育学 2 2 ○
高等教育概論 2 2 ○
教育学外書購読演習Ⅰ 2 2 ○

教育学外書購読演習Ⅱ 2 2 ○

教育調査統計法演習 4 4 ○

教育フィールドワーク演習 2 2 ○

教育学研究法演習Ⅰ 2 2 ○

教育学研究法演習Ⅱ 2 2 ○

教育哲学演習 2 2 　 ○

日本東洋教育史演習 2 2 　 ○

西洋教育史演習 2 2 　 ○

教育社会学演習 2 2 　 ○

教育方法学演習 2 2 　 ○

社会教育学演習 2 2 　 ○

教育行政学演習 2 2 　 ○

比較教育学演習 2 2 　 ○

教育経営学演習 2 2 　 ○

幼児教育学演習 2 2 　 ○

教育哲学課題演習 1・1 2 2 ○ ○
日本東洋教育史課題演習 1・1 2 2 ○ ○
西洋教育史課題演習 1・1 2 2 ○ ○
教育社会学課題演習 1・1 2 2 ○ ○
教育方法学課題演習 1・1 2 2 ○ ○
社会教育学課題演習 1・1 2 2 ○ ○
教育行政学課題演習 1・1 2 2 ○ ○

比較教育学課題演習 1・1 2 2 ○ ○

教育経営学課題演習 1・1 2 2 ○ ○

教育学総合演習Ａ 1 2 ○  

教育学総合演習B 1 2 ○

教育哲学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
日本東洋教育史課題研究 1・1 2 2 ○ ○

第五類　教育学系

区分 授業科目

教育学

開設
単位

学期別週授業時数
セメスター 備考A(知識・理解)

到達目標の評価項目
B(知的能力・技能) C(実践的能力・技能)

専
門
基
礎
科
目

D(総合的能力・技能)

専門選択科目

自由選択科目

研
究
法

領
域
課
題
演
習

領
域
課
題
演
習

専
　
門
　
科
　
目

(1/2)



( )コース ( )プログラム 平成24年度入学生用 （別表）

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5

第五類　教育学系

区分 授業科目

教育学

開設
単位

学期別週授業時数
セメスター 備考A(知識・理解)

到達目標の評価項目
B(知的能力・技能) C(実践的能力・技能) D(総合的能力・技能)

西洋教育史課題研究 1・1 2 2 ○ ○
教育社会学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
教育方法学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
社会教育学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
教育行政学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
比較教育学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
教育経営学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
卒業論文 6 ○ ○

卒
業
研
究

(2/2)
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